
（１） 

cbxaxxP ++=
2

)(  が整数値整式である ・・・（＊） 

 

（＊）→（Ａ）を示す 

 

（＊）が成り立つので、任意の整数 xについて cbxaxxP ++=
2

)(  は整数となる。 

∴ 1,0,1−=x  を代入して 

DcbaP =+−=− )1(  （Dは整数）・・・① 

EcP ==)0(  （E は整数）・・・② 

FcbaP =++=)1(  （F は整数）・・・③ 

 

とかける。 
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∴

2

2EFD
a

−+
=  

③－①より DFb −=2  ∴

2

DF
b

−
=  

 

∴ Ex
DF

x
EFD

xP +
−

+
−+

=

22

2
)(

2
 

とかける。 
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これが xについての恒等式なので 
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∴ 22 mEFD =−+  かつ 212 mmDF −=−  かつ 0mE =  

つまり 

Em =0 （整数） EFm −=1 （整数） EFDm 22 −+= （整数） 

 

∴ cbxaxxP ++=
2

)(  は 

Em =0 （整数） EFm −=1 （整数） EFDm 22 −+= （整数） 

を用いて )()()( 22110 xfmxfmmxP ++= と書ける。 

 

∴（＊）→（Ａ）は示された。 



次に（Ａ）→（＊）を示す。 

 

（Ａ）が成り立つので、整数 210 ,, mmm を用いて 
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とかける。 

 

ここで nx = （整数）とすると 
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1
)( 210 −⋅++= nnmnmmnP  であり、 )1( −nn は連続２整数の積なので 2 の倍数 
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つまり 
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−+=−⋅++=  とかけて、整数値整式と

なる。 

 

∴（Ａ）→（＊）は示された。 

 

以上より、（＊）となる必要十分条件は（Ａ）である。



（２） 

dcxbxaxxP +++=
23

)(  が整数値整式である ・・・（＊＊） 

 

（＊＊）→（Ｂ）を示す 

 

（＊＊）が成り立つので、任意の整数 xについて dcxbxaxxP +++=
23

)(  は整数となる。 

∴ 2,1,0,1−=x  を代入して 

DdcbaP =++−=− )1(  （Dは整数）・・・④ 

EdP ==)0(  （E は整数）・・・⑤ 

FdcbaP =+++=)1(  （F は整数）・・・⑥ 

GdcbaP =+++= 248)2(  （Gは整数）・・・⑦ 

とかける。 

 

④⑥⑦に⑤を代入して 

EDcba −=+−  ・・・⑧ 

EFcba −=++  ・・・⑨ 

EGcba −=++ 248  ・・・⑩ 

 

⑨－⑧より DFb −=2  ∴
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次に 

⑧＋⑨より FEDca +−=+ 22  

⑩＋４×⑧より GEDca +−=+ 54612  

この２式より 
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とかけるとすると 
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これが xについての恒等式なので 
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これら４式より 

GFEDm +−+= 33 （整数） 

GFEm +−= 22 （整数） 

Em =0 （整数） 

EFm −=1 （整数） 

 

∴ dcxbxaxxP +++=
23

)(  は 

Em =0 （整数）、 EFm −=1 （整数）、 GFEm +−= 22 （整数）、 

GFEDm +−+= 33 （整数） とおくと 

 

)()()()( 3322110 xfmxfmxfmmxP +++= と書ける。 

 

∴（＊＊）→（Ｂ）は示された。 

 

次に（Ｂ）→（＊＊）を示す。 

 

（Ｂ）が成り立つので、整数 3210 ,,, mmmm を用いて 
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とかけて、整数値整式となる。∴（Ｂ）→（＊＊）は示された。 

 

以上より、（＊＊）となる必要十分条件は（Ｂ）である。 


